
【
各
論
】
『
土
芥
憲
髄
記
』
の
成
立
を
め
ぐ
る
一
考
察

　
－
大
名
家
の
配
列
の
比
較
検
討
か
ら
一

は
じ
め
に

杉
　
岳
志

　
筆
者
は
先
の
レ
ポ
ー
ト
集
に
お
い
て
『
土
芥
底
首
記
』
に
登
場
す
る
大
名
の

配
列
を
元
禄
三
年
の
武
鑑
と
比
較
検
討
し
、
『
土
芥
冠
儲
記
』
が
内
包
す
る
論
理

の
読
解
を
試
み
た
（
「
『
土
芥
冠
既
記
』
レ
ポ
ー
ト
ー
『
土
芥
竃
饒
記
』
の
作

者
は
誰
な
の
か
一
」
若
尾
駐
留
研
究
代
表
『
『
土
芥
底
雛
記
』
の
基
礎
的
研
究
』
、

二
〇
〇
四
年
。
以
下
、
旧
稿
と
す
る
）
。
旧
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た
の
は
、

　
　
・
武
鑑
に
比
べ
て
『
土
芥
冠
灘
記
』
で
は
甲
府
綱
曲
豆
の
位
置
づ
け
が
低
い
。

　
　
　
こ
れ
は
将
軍
継
嗣
を
め
ぐ
り
、
綱
吉
の
意
図
を
汲
み
取
っ
た
結
果
で
は

　
　
　
な
い
か
。
ま
た
、
堀
田
実
益
と
本
多
家
は
格
式
に
見
合
わ
な
い
低
い
扱

　
　
　
い
を
受
け
て
い
る
。
い
ず
れ
も
綱
吉
の
意
向
を
受
け
た
も
の
か
。

　
　
　
　
　
↓
『
土
芥
冠
雛
記
』
に
は
綱
吉
の
意
図
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　
　
・
主
だ
っ
た
大
名
で
は
側
用
人
の
牧
野
延
線
の
み
が
登
場
し
な
い
。

　
　
　
　
　
↓
『
土
芥
憲
雛
記
』
編
纂
事
業
は
牧
野
成
貞
に
よ
っ
て
指
揮
さ
れ

　
　
　
　
　
た
の
で
は
な
い
か
。

と
い
う
二
点
で
あ
る
。
班
の
共
同
作
業
と
し
て
作
成
し
た
対
照
表
か
ら
『
土
芥

冠
僻
論
』
と
『
諌
懲
記
後
正
』
で
は
大
名
の
登
場
順
が
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か

な
の
で
、
本
稿
で
は
『
武
家
諌
忍
記
』
・
『
武
家
勧
懲
記
』
・
『
土
芥
証
言
記
』
・
『
諌

流
記
後
正
』
を
題
材
に
、
大
名
家
の
配
列
の
比
較
検
討
を
行
う
こ
と
に
し
た
い
。

『
武
家
隠
忍
記
』
・
『
武
家
勧
懲
記
』
・
『
諌
懲
記
後
幕
』
は
諸
本
の
存
在
が
知
ら

れ
る
が
、
本
稿
で
は
『
武
家
賢
立
記
（
、
）
』
は
加
賀
市
立
図
書
館
聖
藩
文
庫
所
蔵

本
、
『
武
家
勧
懲
記
（
2
v
』
は
盛
岡
中
央
公
民
館
所
蔵
本
、
『
土
芥
冠
儲
記
』
は
金

井
圓
校
注
『
土
芥
憲
儲
記
』
（
人
物
往
来
社
、
一
九
六
七
年
）
、
『
諌
懲
記
後
正
』

は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
本
を
利
用
し
た
。

一
門
及
び
一
一
十
万
石
以
上
の
大
名
の
配
列

　
ま
ず
は
各
書
の
性
格
を
大
ま
か
に
把
握
す
る
た
め
、
一
門
及
び
二
十
万
石
以

上
の
大
名
に
限
定
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
該
当
す
る
大
名
を
一
覧
に

し
た
の
が
三
一
で
あ
る
。
大
名
名
が
本
文
と
目
録
で
異
な
る
場
合
は
本
文
の
も

の
を
採
用
し
、
特
に
括
弧
で
補
う
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
位
置
関
係
を
明
確
に

す
る
た
め
、
適
宜
問
に
空
欄
を
入
れ
て
位
置
を
調
整
し
て
あ
る
。
網
掛
け
し
て

あ
る
の
が
、
先
行
す
る
書
か
ら
位
置
が
下
が
っ
た
大
名
家
で
あ
る
。

　
　
　
（
一
）
『
武
家
諌
忍
歩
』
と
『
武
家
勧
懲
記
』

　
『
武
家
諌
忍
記
』
と
『
武
家
勧
懲
記
』
の
問
で
は
、
会
津
藩
保
科
家
と
松
江

藩
松
平
家
の
位
置
が
下
が
っ
て
い
る
。
特
に
保
科
家
は
『
武
家
勧
懲
記
』
に
比

し
て
『
武
家
黒
煙
記
』
で
高
く
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
秀
忠
の
息

子
で
あ
る
保
科
正
之
が
綱
重
・
綱
吉
に
次
ぐ
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
い
た
た

め
だ
ろ
う
。
松
江
松
平
家
も
代
替
わ
り
を
し
て
お
り
、
『
武
家
造
忍
記
』
の
松
平

直
政
（
秀
康
の
三
男
）
と
松
平
頼
重
（
高
松
十
二
万
石
、
頼
房
の
長
男
）
は
い

ず
れ
も
家
康
の
孫
に
当
た
る
こ
と
か
ら
純
粋
に
石
高
で
の
差
と
な
っ
て
い
た
の

が
、
『
武
家
勧
懲
記
』
の
段
階
で
は
水
戸
系
の
頼
常
に
特
別
な
地
位
が
与
え
ら
れ

た
の
だ
ろ
う
か
。

　
整
理
を
す
る
と
、
『
武
家
諌
忍
記
』
で
は
①
御
三
家
②
将
軍
の
子
息
（
綱
重
・

綱
吉
・
正
之
）
③
越
前
家
直
系
の
光
長
④
そ
の
他
主
要
家
門
と
い
う
分
類
だ
っ

た
の
が
、
『
武
家
勧
懲
記
』
で
は
①
御
三
家
②
将
軍
の
子
息
（
二
重
・
綱
吉
）
③

越
前
家
直
系
の
光
長
④
越
前
松
平
・
高
松
松
平
⑤
会
津
保
科
・
松
江
松
平
と
い

う
具
合
に
、
家
門
の
中
に
新
た
な
序
列
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
新
た
な
序
列
が
誕
生
し
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
代
替
わ
り
に
よ
っ
て

将
軍
家
綱
と
の
血
縁
関
係
が
遠
ざ
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
推
測
し
て

お
き
た
い
。

　
　
（
二
）
『
武
家
勧
懲
記
』
と
『
土
芥
鬼
饒
記
』

『
土
芥
逡
雛
記
』
の
時
点
で
姿
を
消
し
た
の
は
、

将
軍
と
な
っ
た
綱
吉
と
天
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和
元
年
に
改
易
さ
れ
た
光
長
の
み
で
あ
る
。
そ
の
他
の
大
名
家
は
い
ず
れ
も
同

じ
位
置
に
あ
り
、
順
序
に
変
化
が
全
く
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
両
書
の
関
係
に
つ

い
て
は
後
ほ
ど
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
（
三
）
『
土
芥
如
露
記
』
と
『
諌
懲
記
後
正
』

　
『
諌
懲
記
後
患
』
の
段
階
に
至
っ
て
、
大
名
家
の
序
列
は
大
き
く
転
換
す
る
。

ま
ず
、
甲
府
胆
心
が
御
三
家
と
同
一
の
グ
ル
ー
プ
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
で
石
高
に
よ
っ
て
順
序
を
つ
け
、
同
じ
石
高
の
甲
府
と
水

戸
は
官
位
（
篭
耳
は
正
三
里
中
納
言
、
綱
條
は
従
三
位
宰
相
）
に
基
づ
い
て
甲

府
を
上
位
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
水
戸
藩
は
元
禄
十
四
年
に

七
万
石
加
封
さ
れ
て
い
る
た
め
、
編
纂
が
開
始
さ
れ
た
時
点
で
は
二
十
八
万
石

で
甲
府
の
後
に
位
置
付
け
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
甲
府

の
扱
い
が
変
わ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
最
初
の
総
目
録
で

は
甲
府
・
紀
伊
・
尾
張
・
水
戸
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
単
純
な
ミ
ス
な

の
か
、
そ
れ
と
も
意
図
的
な
も
の
な
の
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の
点
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
で
き
な
い
。

　
次
に
指
摘
す
べ
き
は
、
家
門
が
特
別
な
位
置
付
け
を
与
え
ら
れ
な
く
な
っ
た

点
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
前
田
家
以
下
の
一
般
大
名
と
同
じ
扱
い
を
受
け
、
そ
れ

ぞ
れ
そ
の
石
高
に
ふ
さ
わ
し
い
位
置
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
二
点
は
い
ず
れ
も
、
そ
れ
ま
で
の
大
名
家
の
序
列
を
覆
し
た
も
の
と

評
価
で
き
る
。
現
時
点
で
は
『
鼻
捻
記
後
正
』
が
誰
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な

目
的
で
制
作
さ
れ
た
も
の
な
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
仮
に
こ
れ
が
幕
府
中

枢
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
幕
府
側
か
ら
見
た
大
名
家
の
位
置
付
け
を

示
す
大
変
興
味
深
い
史
料
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
そ
の
他
井
伊
家
・
蜂
須
賀
家
の
位
置
も
下
が
っ
て
い
る
が
、
蜂
須
賀
家
に
つ

い
て
は
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
に
五
万
石
を
分
知
し
た
こ
と
が
原
因
と
考
え

ら
れ
る
。
た
だ
、
そ
の
場
合
、
な
ぜ
石
高
が
下
の
山
内
家
の
次
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
の
か
が
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
井
伊
家
が
こ
れ
以
前
は
両
三
田
家
の

前
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
理
由
や
、
新
た
な
位
置
で
も
な
お
藤
堂
家
の
上
位

に
あ
る
理
由
も
不
明
で
あ
る
。
石
高
に
収
敏
さ
れ
な
い
配
列
論
理
が
あ
る
の
だ

ろ
う
が
、
そ
の
解
明
に
つ
い
て
は
す
べ
て
今
後
の
課
題
と
い
う
よ
り
他
な
い
。

　
　
　
小
括

　
一
門
及
び
二
十
万
石
以
上
の
大
名
家
の
比
較
検
討
か
ら
、
『
武
家
諌
忍
記
』
↓

『
武
家
勧
懲
記
』
・
『
武
家
勧
懲
記
』
↓
『
土
芥
乾
繭
記
』
の
間
に
は
大
名
家
の

配
列
に
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
な
い
の
に
対
し
、
『
諫
懲
記
後
患
』
は
新
た
な
論

理
に
基
づ
い
て
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
四
書
の
大
名
家

配
列
の
中
で
最
も
興
味
深
い
の
は
『
諌
懲
記
後
正
』
で
あ
る
が
、
『
千
島
記
後
正
』

の
性
格
解
明
は
本
論
集
の
成
果
を
受
け
て
の
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

本
稿
の
後
半
で
は
、
大
名
家
の
配
列
に
全
く
違
い
の
見
ら
れ
な
か
っ
た
『
武
家

勧
懲
記
』
と
『
土
芥
竪
蔀
記
』
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

二
　
『
武
家
勧
懲
記
』
と
『
土
芥
鬼
艦
記
』
の
関
係

　
『
武
家
勧
懲
記
』
と
『
土
芥
冠
流
記
』
の
二
十
万
石
未
満
の
大
名
を
一
覧
に

し
た
の
が
、
表
二
で
あ
る
。
こ
ち
ら
の
表
は
、
位
置
が
上
が
っ
た
家
・
下
が
っ

た
家
の
い
ず
れ
も
網
掛
け
し
て
あ
る
。
左
側
の
『
武
家
勧
懲
記
』
欄
で
は
『
土

芥
窟
歴
記
』
の
登
場
番
号
を
右
方
に
記
し
、
『
土
芥
冠
離
石
』
で
位
置
が
相
対
的

に
上
が
っ
た
も
の
は
↑
、
下
が
っ
た
も
の
は
↓
で
表
し
た
。
右
側
の
『
土
芥
冠

擁
記
』
欄
で
は
、
『
武
家
勧
懲
記
』
か
ら
の
移
動
を
数
字
と
矢
印
で
表
し
て
あ
る
。

『
土
芥
思
羽
記
』
に
し
か
登
場
し
な
い
家
は
番
号
の
前
に
※
を
付
し
て
示
し
た
。

　
表
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
を
以
下
に
列
挙
す
る
。

　
　
・
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
『
武
家
勧
懲
記
』
が
基
準
と
す
る
延
宝

　
　
　
三
年
（
一
六
七
五
）
か
ら
『
土
芥
冠
離
記
』
が
基
準
と
す
る
元
禄
三
年

　
　
　
　
（
一
六
九
〇
）
の
間
に
除
封
さ
れ
た
藩
は
除
か
れ
て
い
る
。

　
　
・
位
置
が
二
、
三
上
下
す
る
家
が
ち
ら
ほ
ら
見
ら
れ
る
。
彼
ら
は
『
土
芥

　
　
　
憲
起
電
』
各
巻
の
冒
頭
ま
た
は
末
尾
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
武

　
　
　
家
勧
懲
記
』
を
ベ
ー
ス
に
『
土
芥
冠
離
記
』
を
作
成
し
た
際
に
何
ら
か

　
　
　
手
違
い
で
巻
頭
・
巻
末
に
記
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
ス

　
　
　
ペ
ー
ス
の
関
係
上
位
置
を
ず
ら
し
た
可
能
性
が
高
い
。
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・
　
『
武
家
勧
懲
記
』
巻
第
十
・
第
二
十
八
は
姐
ご
と
位
置
が
移
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
『
武
家
勧
懲
記
』
巻
第
十
に
つ
い
て
は
、
「
巻
第
十
」
と
い
う
こ
と
で

　
　
　
誤
っ
て
『
土
芥
憲
鰭
記
』
巻
第
十
に
入
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
『
武

　
　
　
家
勧
懲
記
』
巻
第
二
十
人
の
方
は
飛
ば
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
『
土
芥

　
　
　
憲
雛
記
』
で
は
土
止
四
十
一
に
持
っ
て
こ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は

　
　
　
な
い
か
。
巻
第
二
十
A
の
う
ち
、
松
平
頼
元
だ
け
は
『
土
芥
憲
雛
記
』

　
　
　
巻
第
三
十
に
入
っ
た
た
め
、
元
の
位
置
に
残
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
　
・
　
延
宝
三
年
以
後
に
霜
枯
さ
れ
た
者
た
ち
は
『
土
芥
冠
離
断
』
末
尾
に
ま

　
　
　
と
ま
っ
て
い
る
。
．

　
　
・
大
幅
に
位
置
が
下
が
っ
た
醜
本
多
利
長
・
醗
鳥
居
（
忠
英
）
・
溺
永
井

　
　
　
尚
員
（
い
ず
れ
も
『
土
芥
冠
雛
記
』
の
番
号
）
は
減
点
の
結
果
が
反
映

　
　
　
さ
れ
て
い
る
。
各
家
と
も
巻
三
十
三
・
三
十
六
・
三
十
七
の
巻
末
に
位

　
　
　
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
大
名
の
中
で
正
確
に
位
置
付
け
た

　
　
　
と
い
う
よ
り
も
、
大
体
の
位
置
で
巻
の
末
尾
に
押
し
込
ま
れ
た
の
で
は

　
　
　
な
い
か
。

　
　
・
石
高
が
加
増
さ
れ
た
家
の
位
置
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
堀
田
正
号
・
戸

　
　
　
田
忠
昌
・
土
屋
政
直
・
太
田
資
直
・
土
井
利
房
・
秋
元
悩
天
ら
家
処
後

　
　
　
期
・
綱
吉
前
期
の
幕
閣
の
家
で
あ
っ
て
も
、
加
増
後
も
位
置
は
『
武
家

　
　
　
勧
懲
記
』
の
ま
ま
で
あ
る
。
捻
出
の
家
を
弾
き
出
す
作
業
に
付
随
し
て

　
　
　
雨
止
の
三
家
も
移
動
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
加
増
の
ほ
う
は
新
た
な
手

　
　
　
間
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
土
芥
冠
離
記
』
が
『
武
家
勧
懲
記
』
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
そ
の
ま
ま
利
用

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
疑
問
の
余
地
が
な
い
だ
ろ
う
。
奥
平
昌

章
・
大
久
保
忠
朝
・
小
笠
原
長
胤
・
南
部
重
信
ら
『
土
芥
冠
離
記
』
巻
第
十
の

四
名
は
何
ら
か
の
事
情
で
高
い
位
置
に
紛
れ
込
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
旧
稿
で

は
推
測
し
た
が
、
そ
の
理
由
も
こ
れ
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
し
た
。
ま
た
、
綱
豊

が
武
鑑
に
比
し
て
低
く
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
・
堀
田
正
仲
と
本
多
家
が

石
高
に
見
合
っ
た
扱
い
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
も
全
て
説
明
が
つ
く
。
そ
れ
は

た
だ
単
に
『
武
家
勧
懲
記
』
の
順
序
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
結
果
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
土
芥
冠
灘
記
』
の
大
名
家
配
列
に
は
綱
吉
の
意
図
が
反

映
さ
れ
て
い
る
と
す
る
旧
稿
の
見
解
は
改
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
こ
う
し
た
関
係
は
、
『
武
家
諫
馬
飼
』
と
『
武
家
勧
懲
記
』
・
『
武
家
勧
懲
記
』

と
『
諫
懲
記
後
襟
』
・
『
土
芥
冠
睡
記
』
と
『
諌
懲
記
後
事
』
の
い
ず
れ
の
問
に

も
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
参
考
ま
で
に
表
白
と
し
て
『
武
家
諌
忍
記
』
と

『
武
家
勧
懲
記
』
の
二
十
万
石
未
満
の
大
名
家
を
上
か
ら
三
十
家
並
べ
た
が
、

こ
ち
ら
は
原
型
を
と
ど
め
な
い
ほ
ど
位
置
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
一
目
瞭
然

で
あ
ろ
う
。
『
武
家
勧
懲
記
』
編
纂
者
が
『
武
家
諌
忍
記
』
を
参
照
し
た
可
能
性

は
十
分
あ
る
が
、
『
土
芥
剥
離
記
』
の
よ
う
に
枠
組
み
を
そ
の
ま
ま
転
用
し
た
と

は
考
え
に
く
い
。
各
書
の
内
容
に
様
々
な
関
連
を
見
出
せ
る
こ
と
は
グ
ル
ー
プ

報
告
で
度
々
指
摘
さ
れ
た
が
、
大
名
家
の
配
列
ま
で
も
踏
襲
し
て
い
る
の
は
『
土

芥
憲
騰
記
』
の
み
な
の
で
あ
る
。

　
『
土
芥
冠
下
記
』
と
他
の
武
家
評
判
記
の
違
い
と
し
て
は
も
う
一
点
、
旧
稿

で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
側
用
人
の
牧
野
成
貞
が
登
場
し
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
（
，
）
。
検
討
の
結
果
『
武
家
勧
懲
記
』
・
『
諌
懲
記
後
々
』
に
は
そ
の
よ
う
な
人

物
は
存
在
し
な
い
こ
と
が
判
明
し
（
、
）
、
『
土
芥
冠
雛
記
』
と
い
う
書
物
の
独
自

性
を
裏
付
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
以
上
の
点
か
ら
、
『
土
芥
冠
下
記
』
が
『
武
家
勧
懲
記
』
・
『
諌
無
記
後
正
』
と

は
異
な
る
編
纂
事
情
・
過
程
を
経
て
成
立
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
土
芥
窟
雛
記
』
は
こ
れ
ま
で
、
元
禄
期
の
大
名
を
検
討
す

る
上
で
貴
重
な
史
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
実
は
大
変
特
異
な
史

料
で
あ
る
可
能
性
が
浮
上
し
た
以
上
、
今
後
は
ま
ず
史
料
の
性
格
の
再
検
討
か

ら
始
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
『
土
芥
酒
醤
記
』
と
武
鑑
に
お
け
る
大
名
家
の
配
列
を
比
較
検
討
し
た
旧
稿

に
引
き
続
き
、
本
稿
で
は
武
家
評
判
記
問
で
の
大
名
家
の
配
列
を
検
討
し
た
。

そ
の
結
果
、
『
諌
懲
記
後
書
』
で
は
全
く
異
な
る
配
列
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

『
土
芥
憲
離
記
』
は
『
武
家
勧
懲
記
』
の
配
列
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
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牧
野
成
貞
が
『
土
芥
冠
儲
記
』
編
纂
に
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
（
．
、
）
、

写
本
が
出
回
ら
ず
そ
の
存
在
が
秘
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
『
土
芥
冠
町

立
』
に
は
綱
吉
政
権
中
枢
部
と
の
関
係
を
疑
わ
せ
る
点
が
多
い
。
『
土
芥
憲
躍
記
』

に
は
他
の
武
家
評
判
記
に
比
し
て
政
道
関
係
を
中
心
に
追
加
さ
れ
た
情
報
が
多

い
と
第
二
乱
訴
森
報
告
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
も
政
権
内
部
の
人
間

の
関
与
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
果
た
し
て
『
土
芥
署
長
記
』
編
纂

事
業
は
牧
野
成
貞
の
個
人
的
な
動
機
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
綱
吉
政

権
が
全
面
的
に
関
与
し
て
い
る
の
か
。
さ
ら
に
は
、
『
土
芥
冠
雌
記
』
が
幕
政
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
は
あ
っ
た
の
か
。
今
後
は
こ
う
し
た
疑
問
に
答
え
る
べ
く
、

『
土
芥
憲
儲
記
』
の
世
界
へ
と
分
け
入
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

【
注
】

（
1
）
　
『
武
家
単
発
記
』
は
刈
谷
市
立
図
書
館
村
上
文
庫
所
蔵
本
も
参
照
し
た
。

こ
ち
ら
に
は
加
賀
市
立
図
書
館
聖
藩
文
庫
所
蔵
本
（
以
下
、
聖
体
本
）
か
ら
代

替
わ
り
し
た
人
物
が
数
名
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
（
松
平
光
晟
↓
松
平
綱
晟
、

松
平
忠
義
↓
松
平
豊
昌
な
ど
）
、
同
一
人
物
で
も
記
載
内
容
は
異
な
っ
て
い
る
（
興

味
深
い
こ
と
に
、
後
者
で
は
尾
張
義
直
の
項
に
「
麗
シ
給
フ
ト
イ
ヘ
ト
モ
」
と

あ
る
。
前
者
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
た
め
に
死
去
し
た
人
物

も
立
項
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
）
。
し
た
が
っ
て
、
『
武
家
諌
忍
記
』
の
内
容

を
検
討
す
る
際
に
は
両
書
を
別
物
と
し
て
扱
う
の
が
適
切
だ
ろ
う
。
本
稿
の
課

題
で
あ
る
大
名
家
の
配
列
に
は
違
い
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
聖

君
本
の
み
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

（
2
）
　
『
武
家
勧
懲
記
』
は
こ
の
他
に
国
立
公
文
書
館
所
蔵
本
（
以
下
、
公
文

書
館
本
）
・
刈
谷
市
立
図
書
館
村
上
文
庫
所
蔵
本
（
以
下
、
村
上
本
）
も
参
照
し

た
。
公
文
書
館
本
は
他
の
二
本
で
巻
第
三
十
に
該
当
す
る
巻
が
欠
巻
で
、
本
来

巻
第
三
十
九
で
あ
っ
た
も
の
が
巻
第
三
十
月
中
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
公
文
書
館
本
は
巻
第
三
十
八
ま
で
し
か
存
在
し
な
い
。
公
文
書
館
本
が
正

本
で
は
な
く
写
本
な
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
『
武
家
諫
霊
送
』
と
同
様
、
『
武

家
勧
懲
記
』
も
諸
本
の
問
に
は
記
載
内
容
に
違
い
が
見
ら
れ
、
例
え
ば
巻
第
一

の
尾
張
光
友
の
場
合
、
本
文
の
評
の
「
義
ア
ッ
ク
」
と
い
う
表
現
は
盛
岡
中
央

公
民
館
所
蔵
本
（
以
下
、
盛
岡
本
）
の
み
、
「
邪
曲
俵
念
驕
慢
ナ
ル
事
曽
テ
ナ
ク
」

と
い
う
表
現
は
公
文
書
黒
本
と
村
上
本
に
し
か
現
れ
な
い
。
さ
ら
に
「
愚
評
」

部
分
で
も
、
結
び
が
「
善
将
ト
褒
称
セ
シ
ム
ヘ
キ
者
也
」
（
盛
岡
本
）
・
「
義
将
ト

云
ヘ
キ
ノ
ミ
」
（
公
文
書
館
本
・
村
上
本
）
と
い
う
旦
ハ
合
に
異
な
っ
て
い
る
。
こ

こ
か
ら
盛
岡
本
と
公
文
書
館
本
・
村
上
本
と
い
う
二
つ
の
系
統
が
あ
る
こ
と
が

指
摘
で
き
る
が
、
次
の
紀
伊
光
貞
は
本
文
の
評
・
「
愚
評
」
と
も
ほ
ぼ
同
内
容
で

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
が
評
を
書
き
下
ろ
し
た
も
の
で
も
な
い
ら
し
い
。
平

な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
本
稿
の
課
題
か
ら
は
外
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

点
は
指
摘
を
す
る
に
と
ど
め
る
。
大
名
家
の
配
列
に
つ
い
て
は
盛
岡
本
・
村
上

本
の
問
に
違
い
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
3
）
　
元
禄
三
年
の
松
会
版
『
本
朝
武
系
当
鑑
』
（
深
井
雅
海
・
藤
實
久
美
子

編
『
江
戸
幕
府
大
名
武
鑑
編
年
集
成
』
第
三
巻
、
東
洋
書
林
、
一
九
九
九
年
所

収
影
印
本
）
に
は
登
場
す
る
の
に
『
土
芥
単
離
記
』
に
は
登
場
し
な
い
人
物
は

十
七
名
存
在
す
る
。
そ
の
う
ち
十
名
は
新
規
取
立
（
松
平
義
行
・
松
平
義
昌
・

松
平
頼
雄
・
松
平
直
興
）
あ
る
い
は
分
知
（
松
平
乗
昌
〈
忠
尚
〉
・
本
多
忠
恒
・

酒
井
忠
寛
・
酒
井
忠
重
・
戸
田
氏
広
・
板
倉
重
清
）
に
よ
っ
て
『
武
家
勧
懲
記
』

完
成
後
に
成
立
し
た
支
藩
で
、
『
土
芥
盲
嚢
記
』
編
纂
者
は
何
ら
か
の
理
由
で
彼

ら
を
追
加
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。
残
る
七
名
の
う
ち
、
大
久
保
忠
高
・
稲
垣
重

定
が
そ
れ
ぞ
れ
閉
門
・
出
仕
揮
り
に
よ
り
、
松
平
信
興
は
大
坂
城
代
・
内
藤
重

頼
は
京
都
所
司
代
だ
っ
た
た
め
に
『
土
芥
底
離
記
』
に
は
立
項
さ
れ
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
菅
沼
定
実
は
譜
代
大
名
に
準
ず
る
家
格
の
交
代
寄
合
と
い
う

こ
と
で
『
土
芥
冠
僻
記
』
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
（
菅
沼
家

は
元
禄
十
五
年
の
武
鑑
に
は
登
場
し
な
い
）
。
最
後
に
残
る
の
は
牧
野
成
貞
と
植

村
家
智
（
忠
朝
）
で
あ
る
。
植
村
忠
朝
は
大
番
頭
を
務
め
、
天
和
二
年
（
一
六

八
二
）
に
二
千
石
を
加
増
さ
れ
て
大
名
に
取
り
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
が
『
土

芥
里
離
記
』
に
登
場
し
な
い
理
由
は
詳
ら
か
で
な
い
。

（
4
）
　
『
武
家
勧
懲
記
』
は
延
宝
三
年
刊
、
経
師
屋
加
兵
衛
版
『
江
戸
鏡
』
（
深

井
雅
海
・
藤
實
久
美
子
編
『
江
戸
幕
府
大
名
武
鑑
編
年
集
成
』
第
二
巻
、
東
洋

書
林
、
一
九
九
九
年
所
収
影
印
本
）
、
『
製
品
記
後
流
』
は
元
禄
十
四
年
の
武
鑑

を
参
照
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
元
禄
十
五
年
刊
、
松
会
三
四
郎
版
『
本
朝
武

餅1
5
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林
系
禄
図
鑑
』
（
深
井
雅
海
・
藤
實
久
美
子
編
『
江
戸
幕
府
大
名
武
鑑
編
年
集
成
』

第
五
巻
、
東
洋
書
林
、
一
九
九
九
年
所
収
影
印
本
）
と
比
較
し
た
。
な
お
、
『
武

家
諌
忍
記
』
は
成
立
時
期
が
特
定
で
き
て
い
な
い
た
め
武
鑑
と
の
比
較
は
行
っ

て
い
な
い
。

（
5
）
　
『
土
芥
憲
旧
記
』
の
大
名
の
配
列
に
は
綱
吉
の
意
図
が
反
映
さ
れ
て
い

る
と
の
旧
稿
の
見
解
は
改
め
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
牧
野
成
貞
が
編
纂
に
関
与
し

て
い
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
取
り
下
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
を
こ
れ
ま

で
に
見
出
し
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
推
測
で
あ
り
、
具
体
的
な
証
拠
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
状
況
証
拠
は
牧
野
の
関
与
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

臣1
6

一



翔
1
聾
才
取
鋼
譜
・
聾
蝿
轡
購
譜
・
諸
事
譜
瞳
嵩
・
黙
鍵
盤
丁
田
汁
歯
1
擁
（
蝿
「
』
簿
q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
十
d
工
料
卜
）

，
槻
恥
三
三

－
　
　
　
’
踏

汗
⇒
　
，
蹴

恥
、
叫
ロ
、
臣

一
細
別
汁
興
研
錨
欝
古
習
菌
叫
脚
〇
一
酬
8
8
創

一
気
面
面
嘗
帥
錨
軽
罰
醤
辞
意
柵
O
’
d
O
α
8
団
一
細
副
聖
書
琳
鐘
沫
対
　
歯
叫
脚
〇
一
司
O
O
8

’
繭
剴
暑
蘭
曲
叫
皇
儲
　
　
菌
針
剛
〇
一
司
⑩
朝
8

悼
画
暑
嘗
三
三
三
三
洞

ω
譜
噸
適
量
琳
錨
颯
叫
習
動
画
E
♂
油
引
8
0
団

悼
お
商
号
嘗
帥
錨
ま
価
論
評
聾
E
O
α
削
8
8
団
N
重
言
雪
濁
叫
諭
沫
瓜
　
裏
写
E
9
削
0
8
0
悼
百
司
丹
嘗
叫
鏑
酋
磐
醤
苫
碧
E
9
司
8
8

轟
画
諒
蔵
浮
三
曲
三
三
醤

α
呉
■
1
壱
書
聖
覇
曲
副
醤
呉
■
1
N
。
。
司
創

ω
美
■
1
柵
立
引
冷
囲
週
　
　
洪
■
1
悼
。
。
司
団

ω
美
■
1
丑
書
跡
漂
圖
逗
　
呉
訓
N
。
。
軍
団

ω
梱
面
面
後
面
錨
三
編
週
田
渇
ω
O
毛
引

画
三
三
茜
賄
沫
圖
O
　
（
刈
刈
）

刈
胱
聯
繋
欝
欝
脚
週
　
　
甫
引
滞
紐
一
α
悪
態

幽
胡
謡
柵
孟
賄
叢
聯
逗
　
　
超
司
悼
O
司
出

引
田
覇
冊
孟
叢
虫
偏
　
　
梱
渇
ω
U
司
創

…
…ﾁ
鰍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
欝
「
「

。
。

v
細
三
三
三
三
習
　
　
画
h

O
三
三
三
三
三
論
碁
盤
　
　
講
＃
N
O
司
団

↓
欄
町
。
。
柑
三
曲
響
餌

⑩
三
三
謂
醸
4
錨
H
阿
　
恥
諦
N
ω
司
出

O
三
三
健
三
三
三
三
撫
　
　
酬
田
N
O
司
出
瀞

↓
歪
面
凶
霜
三
型

δ
跨
舖
三
三
三
三
三
三
　
三
田
旨
司
O
O
O
O
出
瀞

刈
跨
判
獅
鴇
汁
謝
鏑
㎜
曲
市
制
9
ご
9
8
団

O
跨
剰
盛
事
面
謝
錨
㎜
　
触
囮
＃
N
O
司
創

＝
跨
“
三
三
甫
三
三
醸
　
薗
＃
竃
司
9
8
三
三

。
。

n
傷
慰
癖
門
島
叢
論
　
　
酬
郡
山
N
d
創

O
別
号
蹴
四
三
温
温
丑
　
酬
芦
一
N
制
創

一
障
跨
“
珪
三
三
錨
回
罵
　
跨
三
一
。
。
潮
8
8
団
瀞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

…
…

c
藤
，
　
　
’
，
灘
　
　
，
蟹
　
　
　
　
，
懸
空
解

劇
論
葦
黙
黙
甫
諭
H
粛
　
恥
穂
N
ω
司
創

δ
彦
三
三
弧
三
三
四
温
三
三
四
這
司
団

財
　
　
　
譜
謄
　
　
　
　
．
趨
窮
鐵
　
　
・
期
瑚

。
。

ﾗ
剰
離
職
凶
甫
錨
叢
臨
　
鍵
盤
喝
。
。
d
8
8
出

　
跨
碧
汁
申
漆
計
三
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叢
誌
一
N
O
d
8
8
団
二
　
（
黙
巾
論
望
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
舞
一
8
d
O
8
0
団
ゴ
引
目
言
蹄
4
瞭
細
論
望
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞

。
礁
旨
ロ
博
識
豊
勢
§
。
§
団

q
曽
鳩
冊
孟
瞬
嗣
叢
お
　
　
陣
泊
一
N
O
削
＝
8
創

茜
跨
“
献
血
弔
鼎
旧
註
蜘
嘗
ゆ
O
N
司
量
器

詰
刃
傷
醒
二
子
鶏
期
蟄
雪
囲
ゆ
8
司
α
8
0
創
瀞
δ
跨
謂
曜
渦
甫
鶏
殉
叢
　
嘗
ゆ
O
上
農
出

ロ
跨
剰
引
例
甫
麺
酋
坤
　
　
画
謁
即
だ
司
ω
0
8

δ
跨
“
汁
照
期
覇
濠
》
　
画
滴
即
8
d
♂
8
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
跳
馬
即
O
q
削
8
8
団
お
諺
頒
汁
爺
4
山
砦
歯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厨
罰
耶
這
削
8
8
＝
跨
噸
翻
禰
甫
錨
縦
陣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団

三
号
月
献
滴
甫
無
期
叢
オ
嘗
ゆ
O
N
司
8
0
0
団

　
當
三
》
計
錨
界
（
黙
蜘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濡
卦
ヨ
司
団
＝
　
欝
蟄
帥
）

三
當
三
智
忍
野
二
曲
望
　
　
濡
卦
望
司
出

一
N
當
三
針
暑
甫
二
曲
望
　
濡
耕
ヨ
司
O
O
O
O
団
。
。

c
三
磯
丑
甫
錨
酋
蟄
　
　
濡
針
ヨ
司
団

一
。
。
塔
“
針
勘
－
』
里
下
沫
色
調
函
9
司
8
0
0
皆
野

一
q
跨
鶉
針
諸
等
蘇
錨
ま
阿
甫
團
9
制
ω
8
0
団
瀞お
謬
碧
諮
晋
甫
覇
酋
嬉
　
面
團
9
d
8
8
団

O
謬
剰
謂
普
甫
錨
叢
嬉
　
　
甫
團
鳶
司
ω
8
0
団

一
〇
跨
判
引
首
甫
鏑
ま
蜘
　
碍
恥
ω
刈
田
0
8
0
団
瀞

一
〇
貸
切
主
群
甫
鏑
嘗
如
　
　
碍
塵
鳶
d
3
8
団
；
跨
“
飾
屋
旧
記
酋
珈
　
臼
即
鳶
司
0
0
8
団

一
〇
苺
嶋
浦
賜
甫
麺
叢
如
　
　
良
即
ω
刈
司
O
α
8
団

N
。
鴨
護
講
詰
♂
謹
§
創
瀞

N
一
跨
雪
面
黙
甫
鼎
嗣
沫
濤
酢
蹄
ω
α
制
刈
8
0
創
瀞

一
。
。
跨
碧
南
黙
4
羅
飼
沫
紺
臨
空
ω
U
司
刈
0
8
団
瀞δ
霞
謂
由
醸
甫
謝
期
沫
　
蘇
臨
ω
O
削
刈
0
8
団

話
岩
角
面
藩
甫
留
男
叢
㍊
南
塒
ω
α
司
刈
8
0
出

B
＃
山
面
疎
巨
費
嗣
回
漏
壷
莇
8
副
署

δ
＃
亜
諦
鴇
剃
鼎
嗣
回
藤
鼎
首
ω
O
司
創

毛
＃
噛
諦
鶉
淵
鶏
翻
回
　
鼎
薗
ω
O
削
壁

お
芦
剰
亜
畑
甫
覇
叢
嬉
　
　
團
E
ω
O
潮
訓

N
ω
跨
“
猷
暑
書
鏑
鵠
痔
　
團
E
ω
一
司
団

N
O
薦
剰
強
嗣
甫
錨
鎖
罵
　
　
函
E
ω
一
司
8
8
団
一
。
。
跨
富
強
纈
弔
鏑
論
罵
　
函
E
ω
一
d
8
8
団＝
三
二
出
職
－
』
喰
覇
叫
謡
地
響
O
N
暴
酒
　
　
　
　
　
．
麟
　
　
　
　
　
　
辮
露
玉
綴
臨
…

N
轟
欝
欝
欝
欝
4
錨
ま
喜
　
調
好
ω
N
潮
団

N
一
跨
頒
書
蒋
弔
三
型
書
　
　
誕
摺
ω
N
金
団

お
謬
相
輪
聯
三
二
叢
諦
　
加
爵
ω
N
削
創

　
糊
F

･
唾

N
α
西
前
》
韓
劔
菰
野
酬
踏
固
甥
袖
ω
N
削
ω
㊤
O
O
団

N
N
鶏
睡
苫
知
甫
三
四
訓
》
珊
賄
袖
8
d
四
丁
8
鼎
睡
細
浦
期
鶏
四
型
　
浦
型
通
8
削
創

一
〇
百
重
苫
知
甫
鼎
肩
凝
》
浦
賄
穂
ω
’
削
ω
O
O
O

N
O
跨
“
固
藩
弔
覇
ま
醐
　
識
即
醤
司
刈
8
0
訓

器
首
引
団
藩
甫
二
塁
嵐
　
　
露
耶
㌶
遡
刈
0
8
団
瀞

N
’
自
判
前
歯
二
二
叢
満
　
爵
即
N
窃
司
刈
8
0
団耀
騨
避
　
胤
，
簸
　
…
鑓
鋤
　
∴
鍵
．
灘
購
樹
霜
鐸

N
刈
卜
三
三
珊
4
三
三
三
三
三
三
8
ご
出

↓
回
滑
轟
耕
一
α
司
出
π
蓮
躍

N
。
。
彦
離
離
酢
甫
鼎
嗣
珊
翻
酬
哲
N
O
削
悼
8
0
団

撃
芦
判
ド
南
四
三
四
型
㎜
酬
省
B
制
N
8
0
団
瀞
N
N
跨
判
陸
前
甫
鶏
期
鵬
　
叫
省
N
N
潮
悼
8
0
団
藁
舵
．
謬
　
　
　
　
　
　
義
亀
，
蕪
霧
雄
磁
…
蝋

N
⑩
酢
丼
繍
帽
冴
盛
門
出
翻
…
翼
田
N
O
司
q
O
O
O
団

N
q
酢
丼
u
些
些
汁
滞
鏑
蝋
酪
畠
田
N
O
d
α
。
。
O
O
団
障
ω
南
さ
u
用
量
汁
》
錨
螺
　
薄
田
N
O
司
α
。
。
O
O
団

一
〇
芦
“
臣
南
巨
岩
翻
腿
調
訓
哲
N
O
潮
悼
8
0
団

　
調
調
苺
十
冷
錨
玲
（
黙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
懸
盤
騒
騒
団
ω
O
　
蹴
温
麺

N
O
針
調
示
談
汁
謝
鏑
温
凶
》
酒
米
N
一
削
団

獄
麟
叢
瀞
響
蝋
譲
　
ー
ー

悼
d
南
丼
計
糾
汁
滞
鏑
蝉
酪
薄
田
N
O
司
q
c
。
8
団

酔
諮
嘩
ヨ
舛
醗
鞘
嚇
サ
中
博
陣
置
引
δ
勘
。
津
蝿

B
針
訓
丑
　
丹
　
㎞
温
言
黛
囎
米
Σ
削
団

ト
ー
6

一



　

／
1

淘未石万十に覧一

名
大記働芥

吐
記懲

勧家
武二表

前

記落

介
口土

　
前記懲民

家
口武

勧
の

家
記
1
0

武
懲
巻

繊
軍
椿
・
》
．
ン
4
ト
晶

・
覇
触

h
艦
藻
凸

石
面

藤
央

、
囎
衷

、
繋
豆

蔵
藩

・
稼
獄

久
簸

汰
墨

奪
傘
踊
亜
一

三
　
一
肇
等

、
義
驚
磐

籔
奪
㎏
～
Ω
仰

を
窯
三
三

三綱
乗
矩
弘

蒔
直

武
政
重
次

　
　
秀

定
平
利

↑
逆

聾∵
溶

四
通
L
三
三
魂

明
慶
利
頼

孝

　
つニヒ犠

利

　
　
訓

　
　
一
二

　
　
幽
器

就
二
幅
，
実
久

通

勝
蘇

照
通

灘
難
購
灘
灘
購
羅
謙
籍
講
購
朧
繧
鑑
難
灘
鰍
源
繍
繋
朧
灘
灘
難
灘

源
大
助
守
守
守
江
門
守
佐
太
守
守
守
正
守
太
守
守
守
穿
脊
欝
守
守
守
守
守
守
正
守
守
頭
守
守
守
頭
守
撫
守
守
守
郎
頭
守
守
轡
守
守
守
亮
守
太
守
守
守
大
守

鍵
鶏
議
驕
雛
騨
蕪
驚
禁
懸
鞭
雛
欝
欝
藩
融
難
難
餉
諜
鷺
榊
睡
離
隷
縫
雛
騒
離
撃
高

驚
顯
隣
欝
欝
雑
矯
藷
騨
竪
襟
縦
樋
雛
躍
潮
騒
議
纈
舞
酬
號
難
乱
離
雛
鮭
鱒
舞
編
鰭
謎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
・
　
旨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獄
斌

1
1
1
1
2
2
2
2
3
3
3
3
4
4
4
4
4
5
5
5
籔
毒
嬢
6
6
7
7
7
7
7
8
8
8
9
9
9
9
9
、
蓼
0
0
0
0
0
0
0
．
蓼
1
1
1
1
灌
1
1
2
2
2
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
　
　
　
コ
で
　
ロ
　
　
　
コ
　
ま
ま
き
　
コ
　
　
コ
　
　
コ
　
　
　
て
　
　
　
　
コ
　
　
ノ
さ
の
り
る
り
ム
リ
ム
リ
ム
リ
る
り
る
り
る
　
リ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
る
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
る
り
ら
り
ら
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
3
・
塁
器
石
器
鋸
鎗
籠
騨
麟
鋸
麗
器
壽
6
・
髪
塞
響
6
－
η
莞
無
蓋
四
8
・
髪
籠

憲
綱原

即
長

本
上村録

目
総

本岡

盛
雄
治

　
長

直
政

　
働

　
直

　
本

　
上

　
村

　
鍮

　
目

　
総

　
本

　
岡

重
盛

光
廣

　
重

平
利

一
■
▼
↑

－
（
U

【
U
F
O

㍉
・
‘

藩

四
則
繰

↑
↑
△
1
曜
↑
■
・
一
■
▼
▲
■
1

【
0
0
0
7
8
【
0
0
ワ

ウ
』
n
∠
ハ
∠
り
6
Q
り
4

矩
良
直
忠
忠
清
平
原
重
原
直
包
忠
原
爆
信
正
笈

　
藤
氏
直
清
定
源
源
忠
源
藤
定
藤
源
氏
原
菅
勝
野
智
慧

　
弼
源
源
源
源
守
悪
罵
夫
輔
源
夫
監
原
藤
縄
源
繰
越
繋
卜

源
大
助
守
守
守
江
弓
頭
大
少
硬
膏
将
藤
守
太
守
男
子
子

振
正
之
佳
景
路
遠
衛
楽
理
務
中
京
近
門
野
蔵
作
豆
濃
鑛

　
弾
熊
大
下
摺
原
左
門
修
中
越
左
左
左
下
大
美
伊
美
細

　
杉
原
平
平
平
笠
井
井
井
多
平
羽
花
田
多
平
野
田
葉
部

　
上
辺
飛
松
松
小
酒
酒
酒
本
松
丹
立
願
本
遊
水
真
稲
爾

6
6
6
6
7
7
7
7
7
7
8
8
8
8
8
8
9
9
9
9
驚
診

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聾
㌔
≒
駕

7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
？

　
　
　
　
　
　
り
ゆ
　
　
　
り
ゆ
　
り
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
ヰ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罫
㌦

戸
轡 ン

繁
曝
曙
．
認
㌔

、
綴
鷲
㌧
y
謡
．
爵
譲
鷹

¢
韓
§
毒
　
．
群

ヨ
サ
を
ま
ま
を

ノ
げ
げ
ぜ
ニ
　
　
ト
　
リ
モ
く

鞠
纏
雛
．
輪
謝
麟

癬
忘
鳳
雪
と
‘

論
鞭
蟻
－

　
藤
題
磯
藏

鱗
鐡
澱

　
嬢
織
工
里

雪
擦
墨
髭
豊

肥
久
玉
璽
群

星
躍

↑
■
・
　
　
　
　
　
↓

6
7@
　
7
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聯
み
亮
　
　
　
　
迄

綱
恒
糊
騰
群
益
翻
房
盛
信
之
勝
貞
永
豊
鍵
酬
久
織

↓
6
4

1

　
　
　
　
　
　
　
　
灘

吉
　
　
　
織

隆
安
實
之
　
通
　
勝
藻
、
季

重

霧
蕩
嚇
藩
購
響
霧
囎
薄
葬
霧
嚇
蕪
罐
霧
蕪
雑
年
三

麗
羅
雛
薮
霧
趨
鵠
課
灘
鯉
野
選
哺
遊
離
露
鑛
年
三

翫
雑
鑛
類
騨
薦
翫
舞
轟
麓
簸
翻
騰
灘
灘
鑛
細
鰭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
原
忠
直
長
景
富
田
潮
盛
利
長

晴
久
原
藤
原
原
忠
利
原
題
乗
鎮
信
昌
重
光
高
鍵
原
乗
鎌
氏
原
藤
原
原
康
露
呈
源
諏
倍
信
原

1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
暴
4
4
磯
4
4
4
5
5
5
5
5
5
薄
6
6
6

1
．
1
1
1
1
1
巳
－
司
1
」
一
1
1
1
1
1
1
1
1
事
1
1
遼
蝦
1
1
4
1
4
1
1
1
1
．
－
噌
1
・
壌
1
1
．
1

5
5T
6T
7T
8T
9U
0U
1
U
2U
3U
4U
5U
6U
7U
8U
9V
0V
1ｦ
7
3
7
4
難
7
6
7
7
7
8
7
9
8
0
8
1
8
2
8
3
8
4
灘
8
6
8
7
8
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓉
　
　
巖
　
　
　
　
　
　
　
　
・

匿1
6

一



　

／2満未石万十に
覧

一

名
大記饒

芥

吐
記懲

勧家
武二

表

記
　

葱土

前
口

記
懲

勧

家
可融

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
重
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
翼
欝

忠
　
　
　
　
　
　
　
、
懸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

　
原
　
　
春
　
純
　
　
　
　
　
辱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
　
　
　
純
　
　
　
　
　
俊
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直

鼠
講
醜
譲
鶏
羅
蒙
錫
噺
騨
只
職
籔
蕪
灘
躍
憲
酬
繍
離
鷺
（
欝
欝
聾
鍮

　
豊
源
藤
大
輔
佐
源
源
藤
菅
藤
潔
源
源
源
源
源
守
源
源
源
大
藤
源
源
直
藤
源
源
源
源
輔
源
夫
大
大
源
平
夫
源
大
原
輔
藤
豊
藤
藤
源
大
原
輔
守
源
藤
藤
源
源
輔
紀
源
夫

寸
守
守
守
門
少
門
守
守
守
守
守
鷺
守
守
守
守
守
岐
守
守
守
守
守
守
守
守
守
守
守
正
守
少
守
大
守
守
介
守
大
守
五
五
五
五
守
守
守
守
門
五
五
佐
守
自
助
正
守
太
守
守
門

江
野
濃
伊
庁
務
衛
出
羽
歯
磨
前
置
’
雲
模
登
江
勢
壱
河
斐
賀
斐
門
幡
津
江
書
斐
予
市
幡
部
雲
京
賀
向
野
豆
京
後
門
亮
内
勢
後
幡
隈
予
衛
松
部
土
馬
江
之
人
羽
部
総
斐
近

遠
鵠
難
離
雑
講
踊
難
難
齢
羅
鋸
銀
翻
灘
羅
騒
難
軌
縮
齢
鵬
脹
露
暢
鍛
羅
難
覇
購
羅
課
魏

ロ
青
溝
内
水
井
有
板
水
本
青
小
鎌
久
土
亀
松
黒
小
松
板
松
毛
鼻
血
太
永
井
京
朽
松
諏
壷
金
松
永
上
松
織
田
細
秋
無
量
小
木
大
九
土
木
遠
出
小
松
相
六
分
植
松
堀
土
焼

盟
晶
晶
2
3
％
％
％
2
3
餌
餌
餌
餌
灘
ゐ
ゐ
％
ゐ
％
器
－
6
－
6
－
6
齢
－
6
鎗
－
6
－
6
鐙
面
訴
刀
刀
刀
刀
刀
刀
刀
鮒
箆
点
点
認
圏
箆
銘
銘
四
－
9
四
－
9
四
－
9
四
・
。
・
。
－
。
・
。
・
。
3
。
訓
訓
訓

8
7W
8W
9X
0X
1
X
2X
3X
4X
5X
6X
7X
8
U
0
0
0
1
0
2
0
3
0
4
0
5
0
6
0
7
0
8
0
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
4
0
4
1
4
2
4
3
4
4
4
5
4
6
4
7
4
8

↑
9
9

封
嚇碓講 ↓

8
5

1

鞭

封

講蜘

封
除　

禄元

封
戸

劉
…
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

罐
籍
鞭
瀧
離
羅
糠
鵜
霧
磯
薦
鵬
鞭
毅
霧
難
誰
誰
轟
轟
戴
警
霧
轟
轟
讐
襯
嬢
霧
鞭
霧
鐘
三

舞
麟
羅
蝦
藻
踊
購
聡
蹴
鋤
難
礪
轟
轟
灘
織
購
羅
欄
磁
蝋
鰻
礁
購
灘
鱗
羅
辮
獺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
紬
1
1
1
1
1
1
1
1
1
鐵
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
鵜
藤
㌧
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
唱
－
噌
■
－
噴
■
1
1
・
毒
m
望
■
1
1
1
1
1
1
　
1
1
塗
1
1
1
1

翫1
6

一



　

／3湖未石万十に覧一

名
大記憲

芥

吐記懲勧家武二表

前

記冠
介
口内

　
前記懲勧

家
口武

　
つ二晒

、
　
久

弥正
条
　
友

常
朝
言
高
次
原
白
丁
信

　
　
4
6
鰍

　
　
注
駐
汰

昌
．
．
勢
轟

忠
政
　
　
差

音

逆下上

歯
痛
春
衆
　
　
盛
祥

敏
喬
正
正
英
倫
正
正

　
　

つ
幅一

大

　
　
　
典
通
親
恒
〃

房
明
備
治
智
康
粛
呈
㌧

清
清
　
避
夢
　
　
　
国

　
　
　
　
　
重
正

春
朝
貞

函
友
末
長
雪
白
良
重
良
政
繕 　

幅汰
讐

ゑ
信
至
　
吉

元
　
　
　
　
利

長
　
純
通
充
忠
員
親
治

鑛
織
醐
鵜
灘
難
繊
離
膿
賦
灘
蕪
治
麟
総
略
蘭
瀬
瀬
醐
難
瀬
韓
認
離
澱
骸
襯
幽
蘇
願
騨
鵡
願
騨
鞘
鯉
盤
灘
鴨
離
漁
瀧
難
覇
紙

寸
繋
守
守
守
守
少
守
守
守
源
守
守
源
源
守
平
助
丹
導
導
守
守
允
守
守
少
源
正
正
守
前
濃
守
守
穿
守
守
守
守
藤
菅
亮
守
藤
藤
爽
源
確
守
源
頭
源
中
腎
助
守
守
野
守
郎
守

　
轡
見
濃
河
岐
部
前
前
津
水
城
江
鑑
轡
擁
守
之
助
総
薦
予
羽
蕃
波
羽
部
殿
膳
膳
渡
備
信
羽
泉
後
磨
泉
佐
濃
守
内
理
斐
守
隈
黛
助
羽
中
学
匠
守
備
作
之
江
渡
門
狭
十
勢

難
羅
醸
鞭
鰹
鵬
獅
磯
繍
鳩
薮
辮
湘
鰯
駿
羅
錘
震
臨
難
懇
蝿
耀
魏
館
晦
鋸
蕪
緬
躾
翻
鰻
叢
聾
賠
購

堀
酒
池
毛
三
増
鍋
松
安
石
戸
璽
縣
蹴
宗
丹
大
嶺
独
阿
内
細
池
米
保
渡
片
京
五
太
久
三
小
嚇
織
遠
葎
堀
前
山
青
堀
伊
鷲
板
森
屋
高
建
谷
小
松
酒
牧
松
本
西
織
北

3
1墲
R
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
鵠
翻
綿
3
4
3
4
3
4
鰍
麟
3
4
3
4
3
5
3
5
3
5
3
5
3
5
3
5
3
5
3
6
3
6
3
6
3
6
3
6
鎚
灘
3
7
3
7
3
7
3
7
3
7
3
7
3
7
3
7
3
7
講
3
8
3
8
3
8
3
8
3
8
3
8
3
8
3
8
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
エ
ノ

蝿
橿
撰
瀧
儲
儲
混
耀
瀧
編
鱒
留
溌
罷
誘
駕
溜
搦
鱗
禰
儲
㎜
僻
搦
騰
欝
溺
響
鑑
魏
欝
鵬
㎜

　
　
封

　
　
除

　
　
フ

　
　
宝

　
　
延

　
　
個
、
願

　
　
犠

　
　
鳳
　
　
　
卿

…
武
、
㌧
勝
政
貞
元

心
長
翻
政
信
家
頁

源
原
憲
原
原
源
源

一
皿
藤
濾
藤
藤
佐
輔

．
、
守
守
守
正
門
大

　
江
予
賀
人
衛
部

　
遠
擬
伊
隼
右
刑

平
良
疑
郷
部
村
平

ム
相
ぬ
六
分
植
公

7
7
マ
、
7
7
7
8

2
2
講
2
2
2
2

1
2
＆
4
5
6
7

　
り
じ
ひ
　
は
　
　
り
　
り
　

1
1
綱
…
1
1
1
1

↓
↓
↓
↓
9
↓
▼

3
4
T
7
「
0
ハ
0

ウ
」
n
∠
n
∠
n
∠
ハ
∠

ウ
」
ウ
」
n
∠
∩
∠
ハ
∠

’
湘
　
　
　
ヒ
￥
く
’
語
’

罫
梱
か
ボ
琶
・
｝

隆
、
蟻
隷

　
久
磁
婁

『
檎
原
漂

穿
箏
擦
噂

懲
魏
都
濃

　
内
環
像

軍
欝
驚
堀

恕
織
鞭
籟

s
＄
3
無
蓼

£
黛
盆
黛
曲
羅

紹
翻
鱒
癬
鍛

箋
華
華
裏
伊
養

　

注
し
旨

f
h

㌦
、

↓
5
0

1

観

繰
直

、
・
・
．
政

面
穂

催
重
稲
朝

之
　
次

封
除元享

貞

勢齢欝暫

ー
■
▼
↑
■

Q
り
8

σ
0
さ
0

戴
壽

封
除元享

貞

瀞

・
、

u
肇

熟鶏
菖
粛

鎗

4注蓑
欝

解
∴
、
鴻
岡

脚
飯
癖
盛

　
　
“
鋤

麟
侶
斑

フ
　

宝
享
　
村

延
貞
録

騨
雌
諺
齢
．
目

学
、
甑
総

蟹
騰
鐘
本

俊
房
鞠
鐘
原

　
　
　
　
　
　
朝
能
高
次
原
直
綱
信
良
忠
政
譲

瀦
灘

聾
雛
離
雑
魏
鎚
難
副
霧
翻
燗
識
羅
製
麟
艦
欄
鑛
繁
畑
畑
糞
鎌
撒
驚
鞘
懸
酷

灘
蠣
…
㎜
顯
…
講
灘
灘
臓
縮
糠
構
鎌
灘
難
猫
㎜
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
隆

純
霧
綴
隆
倫
鷺
綱
元
明
叢
勝
瀦
辮
雛
欝
襲
瑠

↑1
6

一



　

／4渤未石万
十

に
覧

一

名
大記

芥

辻記
懲

勧
家

武二
表

前

記冠
介
目土

　
前記懲勧

家
目武

　
晴

　
忠
重
英
　
治
貞
　
　
平

　
原
有
明
根
直
政
忠
亮
元
長
国

　
藤
原
原
長
源
原
泰
政
江
宗
正

　
弼
藤
藤
平
輔
藤
原
藤
大
原

正
少
守
守
頭
少
守
山
頭
郎
藤
守

　
の
　
　
　
、
同

編
齢
曝

、
彗
尋
ご

，
癒
臨

久
愛

e

晒
源
儀
源
聯

正
隈
渡
匠
部
後
京
二
三
刀
前

弾
大
佐
内
地
肥
右
主
権
帯
豊

多
出
藤
田
柳
多
藤
山
利
生
田

ユ
本
小
加
織
一
本
加
遠
毛
柳
堀

9
9
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

箪
碑
讐

鶏
議
争

内
雑
欝

箪
網
煽
繍

輩
織
癩
欝

’

罰
㎜
鎚
幽
舗
胴
川
㎜
加
脚
刎
盟

純仲源

武
正
和

源
義
　
俊

守
源
原
長

壱
采
賀
壱
蔵
馬

平
川
須
竹
大
対

松
細
蜂
佐
関
森

n
∠
ハ
∠
り
6
り
6
角
∠
ハ
∠

勧
後
封

家
記
新

武
懲
に

鯛
察
罎
細
謹
鑑
魔
羅
轟
轟

　
簾
儀
簗
簾
轟
轟
総
藻
渉

　
謙
灘
　
源
源
藤
驚
嚇
叡
叩

　
喰
・
警
無
難
簸
轡
穿
拶
餓

　
毒
饗
難
麟
鑓

、
秘
噸
輪
講
疑
聯
懸

守
源
騨
守
長
源

岐
女
飛
岐
源
器
霧
灘
纏
魏

さ
ち
ま
ま
ま

藁
、
嬌
毒
購
霧
4
4
4
4
4
4

3
毒
S
癒
畢
？

ウ
榊
譲
ウ
輔
窯
糞

譲
、
馨
譲
鷹
’

饗
響
鑑

羅
櫛
獺
櫛
麗
麗
鍵
盤

翼
灘
載
畷
韓
蹴
勲
畷
襯
磁

撚
魏
魏
魏
繍
魏

　
封

　
減

　
　

　
宝

　
延

　
璽
静

ズ

正
暫

政

封除元享
貞

黒

岸
’

封
除
　

享
貞

　
－
吃
驚

吉
範
廣
長
騰

　
封

　
除

　
る

　
享

　
貞

燭

利
噛
、

　
り
　
り
　
り
　
　
　
　
り
　
り
　
り
　
り
に
り
　
　
り
に
り

注
注
注
注
注
注
注
注
注
注
注
注
注

～
　
　
　
　
　
　
蔚

無血
重
友

　
　
　
知

貞
泰
亮
元
宗

期
需

乾
｝
∴
≠

族
∵
詑

郷
卿

鐘
．髪臨

ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
照
臨

栄
道
尚
忠
藁
葺
一
治
重
原
有
明
興
治
政
直
政
江
在
職
行
鋼
村
重
緯
至
愚

轡

／
．
臨

撃
♂

燕
ぜ
、

　
ん
㌶

覇
良
勝
混
信
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
簸

眉
縄
直
原
重
重
忠
氏
政
灘
衡
源
寧
氏
忠
康
良
原
敬
延
秀
職
種
藤
原
軍
需
直
原
原
爆
大
原
正
義
饗
仲
利
久
源
議
政
則
畿
薦
漁
瀧

・
溝
原
藤
県
費
源
罪
源
源
原
守
聾
纏
縫
源
源
藤
葛
源
平
平
源
弼
藤
藤
平
源
藤
藤
藤
輔
菅
蓋
置
源
源
早
牛
守
夫
長
長
得
得
象

寸
穿
藤
守
守
守
守
由
頭
隠
藤
後
寧
助
守
懸
守
守
轡
守
守
守
正
懸
守
頭
助
守
守
正
子
守
守
守
噂
瞭
守
手
引
引
太
野
守
麟
簾
勘

　
爵
飛
丹
倉
川
代
木
部
羅
出
笠
薮
平
井
野
平
多
篇
郷
田
条
花
多
出
藤
田
柳
多
藤
山
利
生
田
箪
欝
平
川
津
須
竹
備
対
鶴
野
調

目
敏
堀
伊
板
森
屋
高
建
零
谷
小
銭
松
酒
牧
松
本
簿
西
織
北
立
本
小
加
織
一
本
加
遠
毛
柳
堀
松
糠
松
細
嶋
蜂
佐
関
森
黒
鐵
簸

3
5d
3
5
3
5
3
6
3
6
3
6
3
6
3
6
鋤
3
6
3
6
瀦
3
6
3
7
3
7
3
7
3
7
密
3
7
3
7
3
7
3
7
3
7
3
8
3
8
3
8
3
8
3
8
3
8
3
8
3
8
3
8
3
8
纈
囎
3
9
3
9
細
3
9
3
9
3
9
3
9
鱒
鋤
噸
鞠

擢
師
第
粥
響
鑑
難
錺
麗
鐸
鯉
叢
號
鰯
號
錫
微
號
欝
欝
搬
湿
蟹
鵬
蜘
欝

　
弄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＃

讐
馨
騨
離
購
願
瀦
翻
趨
鰐
諜
鵬
謹
趨
諜
騙
諜
蝋
鱒
馨
撒
鑛
藩
騎
猟
鮒
鞘

　
　
　
の

　
　

@
枷

　
　

@
礁
驍

　
　

@
報
繭

　
　
@
蕪
馳

　
　

@
雛

　
　
　
除
の
或
す

　
　
　
に
次
分
領

　
　

@
認
離

蕪
樒

　
　
ﾁ
臨
罷

家
鵜
翻

難
蔑
難

聴
灘
羅
讐

掛
は
明
家
空
家
享

網
※
忠
武
土
武
貞

1
2
3
4
　
　
5
6

主
調
主
主
　
　
三
主

卜1
6

一



射十三位上満未石万十
に

覧一

名
大記懲勧家

武記忍諌家武三
表
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岡
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．
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．
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